






要約:17-hydroxyprogesterone(17-OHP)及びその代謝物は,新生児 21-hydroxylase 欠損症

(21-OHD)診断上最も有用な指標である。今回ガスクロマトグラフ(GC)法(HP5880A)及びガ

スクロマトグラフ質量分析(GCMS)法(HP5890A,HP5971A)により,pregnanetriol(PT,17-OHP

主要代謝物),16β-hydroxydehydroepiandrosterone(16βHD,GC チャート上 PT と保持時間

がほぼ等しい)を含む 51 種標準物質混合物(各標準物とも 500ng/tube 含有),及び PT 標準

物質希釈物(5,10,20,30,40,50,100ng/tube 含有)を定量した。PT と 16βHD との分別定量

は,GC 法では困難であったが,GCMS 法では明確に行ない得た。PT の最小検出感度は,GC 法

50ng/tube,GCMS 法 5ng/tubeであった。

新生児 21-hydroxylase 欠損症の早期診断上,GCMS 法は GC 法に比し,特異性及び感度の点

でより信頼性の高い情報を提供することが示唆された。


